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(54)【発明の名称】 超音波撮像装置、超音波撮像方法およびその方法をコンピュータに実行させるためのプログラム

(57)【要約】
【課題】  臓器や組織相互の相対的な位置の時間変化や
運動状態を正確に把握することを課題とする。
【解決手段】  表示された単一のＢモード画像上に任意
の抽出ライン３０２，３０３を複数設定可能な入力部１
０７と、設定された抽出ライン３０２，３０３上に存在
するＢモード画像の画像情報を、各抽出ライン３０２，
３０３毎に繰り返し取得するコントローラ部１０８と、
取得した抽出ライン３０２，３０３毎の画像情報をそれ
ぞれ時系列的に並べて個別に表示する表示部１０６とを
備えて超音波撮像装置を構成している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  所定の撮像範囲に超音波を反復照射する
ことにより当該撮像範囲のＢモード画像を繰り返し得る
ようにした超音波撮像装置であって、
表示された単一のＢモード画像上に任意の抽出ラインを
複数設定可能な抽出ライン設定手段と、
設定された抽出ライン上に存在するＢモード画像の画像
情報を、各抽出ライン毎に繰り返し取得する取得手段
と、
取得した抽出ライン毎の画像情報をそれぞれ時系列的に
並べて個別に表示する表示手段とを備えたことを特徴と
する超音波撮像装置。
【請求項２】  前記表示手段は、複数の抽出ライン毎の
画像情報を横に並べて表示することを特徴とする請求項
１に記載の超音波撮像装置。
【請求項３】  前記表示手段は、複数の抽出ライン毎の
画像情報を縦に並べて表示することを特徴とする請求項
１に記載の超音波撮像装置。
【請求項４】  前記表示手段は、複数の抽出ライン毎の
画像情報をそれぞれ時系列的に並べて個別に表示する際
に、補間計算を行なって表示することを特徴とする請求
項１～３に記載の超音波撮像装置。
【請求項５】  所定の撮像範囲に超音波を反復照射する
ことにより当該撮像範囲のＢモード画像を繰り返し得る
ようにした超音波撮像方法であって、
表示された単一のＢモード画像上に任意の抽出ラインを
複数設定し、
設定された抽出ライン上に存在するＢモード画像の画像
情報を、各抽出ライン毎に繰り返し取得し、
取得した抽出ライン毎の画像情報をそれぞれ時系列的に
並べて個別に表示することを特徴とする超音波撮像方
法。
【請求項６】  請求項５に記載した方法をコンピュータ
に実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、所定の撮像範囲に
超音波を反復照射することにより当該撮像範囲のＢモー
ド画像を繰り返し得るようにした超音波撮像装置、超音
波撮像方法およびその方法をコンピュータに実行させる
ためのプログラムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来より、超音波撮像装置で得られた超
音波反射信号の表示方法としては、ＢモードやＭモード
と称されるものが知られている。Ｂモードは、撮像対象
に対して超音波を照射しながら走査し、該撮像対象から
の超音波エコーをチャート上に二次元的に表示するよう
にしたものである。このＢモードによる表示方法では、
撮像範囲全体が断層像として表示されるようになり、例
えば臓器相互の位置などを診断する場合に好適である。
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これに対してＭモードは、撮像対象に対して特定の走査
方向に超音波を反復照射し、該撮像対象からの超音波エ
コーを、横軸を時間軸としたチャート上に順次時系列的
に並べて表示するようにしたものである。このＭモード
による表示方法では、上述した走査方向に位置する撮像
対象の経時的変化が表示されるようになり、動きのある
臓器の診断に好適である。但し、Ｍモードは、上述した
ように超音波の走査方向に限られる。このため、Ｍモー
ドにおいて異なる複数の方向からの表示が必要な場合に
は、対応する方向から都度超音波を照射しなければなら
ず、作業が煩雑となる。
【０００３】そこで昨今においては、Ｂモード画像に任
意の抽出ラインを設定し、該抽出ライン上に位置する画
像情報を順次時系列的に並べて表示する方法（Ａｎａｔ
ｏｍｉｃａｌ Ｍ－ｍｏｄｅ；以下単にＡＭモードとい
う）が多く用いられるようになっている。このＡＭモー
ドによる表示方法によれば、超音波の走査方向に関わら
ず、任意の抽出ラインに沿った撮像対象の経時的変化が
表示されるようになるため、画像を用いた診断分野でそ
の有効性が大きい。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところで、生体内の臓
器は、例えば膨張運動の際にも局所的に収縮、歪み、ね
じれ、振動など、複雑な運動を繰り返しているのが一般
的である。従って、画像を用いた診断分野では、臓器や
組織相互の相対的な位置の時間変化や運動状態をいかに
正確に把握できるかが重要な課題となる。
【０００５】しかしながら、上述したＭモードやＡＭモ
ードによる表示方法にあっては、いずれも一方向からの
一次元的な情報しか得ることができない。従って、走査
ライン上の２つの臓器や組織の相対的な位置の時間変化
に関してはこれを正確に把握することができるものの、
走査ライン上にない第３の臓器や組織との相対的な位置
の時間変化を把握することができない。また、臓器その
ものの運動に関しても、一方向からの大まかな情報を得
ることはできるものの、局所的な運動までを正確に把握
することは困難である。
【０００６】この発明は、上記従来技術による課題を解
決するためになされたものであり、臓器や組織相互の相
対的な位置の時間変化や運動状態を正確に把握すること
のできる超音波撮像装置、超音波撮像方法およびその方
法をコンピュータに実行させるためのプログラムを提供
することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上述した課題を解決し、
目的を達成するために、第一の観点に係る発明は、所定
の撮像範囲に超音波を反復照射することにより当該撮像
範囲のＢモード画像を繰り返し得るようにした超音波撮
像装置であって、表示された単一のＢモード画像上に任
意の抽出ラインを複数設定可能な抽出ライン設定手段
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と、設定された抽出ライン上に存在するＢモード画像の
画像情報を、各抽出ライン毎に繰り返し取得する取得手
段と、取得した抽出ライン毎の画像情報をそれぞれ時系
列的に並べて個別に表示する表示手段とを備えたことを
特徴とする。
【０００８】この第一の観点の発明によれば、複数の抽
出ラインから取得した個々の画像情報が表示手段にそれ
ぞれ時系列的に並べて表示されるため、同一の走査ライ
ン上にない３以上の臓器や組織相互の相対的な位置の時
間変化、あるいは臓器の局所的な運動までをも正確に把
握することができるようになる。
【０００９】第２の観点に係る発明は、前記表示手段と
して、複数の抽出ライン毎の画像情報を横に並べて表示
することを特徴とする。
【００１０】この、第２の観点の発明によれば、表示手
段として、複数の抽出ライン毎の画像情報を横に並べて
表示することとしたので、複数の抽出ライン毎の画像が
時間変化する様子を比較することができる。
【００１１】第３の観点に係る発明は、前記表示手段と
して、複数の抽出ライン毎の画像情報を縦に並べて表示
することを特徴とする。
【００１２】この、第３の観点の発明によれば、表示手
段として、複数の抽出ライン毎の画像情報を縦に並べて
表示することとしたので、複数の抽出ライン毎の画像が
時間変化するタイミングを比較することができる。
【００１３】第４の観点に係る発明は、前記表示手段と
して、複数の抽出ライン毎の画像情報をそれぞれ時系列
的に並べて個別に表示する際に、補間計算を行なって表
示することを特徴とする。
【００１４】この、第４の観点の発明によれば、表示手
段として、複数の抽出ライン毎の画像情報をそれぞれ時
系列的に並べて個別に表示する際に、補間計算を行なっ
て表示することとしたので、より鮮明な画像を表示する
ことができる。
【００１５】第５の観点に係る発明は、所定の撮像範囲
に超音波を反復照射することにより当該撮像範囲のＢモ
ード画像を繰り返し得るようにした超音波撮像方法であ
って、表示された単一のＢモード画像上に任意の抽出ラ
インを複数設定し、設定された抽出ライン上に存在する
Ｂモード画像の画像情報を、各抽出ライン毎に繰り返し
取得し、取得した抽出ライン毎の画像情報をそれぞれ時
系列的に並べて個別に表示することを特徴とする。
【００１６】この第５の観点の発明によれば、複数の抽
出ラインから取得した個々の画像情報が表示手段にそれ
ぞれ時系列的に並べて表示されるため、同一の走査ライ
ン上にない３以上の臓器や組織相互の相対的な位置の時
間変化、あるいは臓器の局所的な運動までをも正確に把
握することができるようになる。
【００１７】第６の観点に係る発明は、第５の観点に係
る発明を記載した方法をコンピュータに実行させるため
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のプログラムであり、そのプログラムが機械読み取り可
能となり、これによって第５の観点に係る発明の動作を
コンピュータによって実行することができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】以下に添付図面を参照して、この
発明に係る超音波撮像装置および超音波撮像方法の好適
な実施の形態を詳細に説明する。図１は、この発明の実
施の形態である超音波撮像装置の全体構成を示したもの
で、生体に対して超音波をセクター型に電子走査するよ
うにした超音波診断装置を例示している。
【００１９】この超音波診断装置は、探触子部１０１、
送受信部１０２、信号処理部１０３、シネメモリ部１０
４、画面表示制御部１０５、表示部１０６、入力部１０
７、コントローラ部１０８を備えている。
【００２０】探触子部１０１は、超音波を送受信するた
めの部分、つまり生体の撮像範囲に超音波を照射しなが
ら電子走査する一方、生体内から都度反射された超音波
エコーを受信するための部分である。図には明示してい
ないが、この探触子部１０１には、圧電素子がアレイ状
に配置してあるとともに、これら圧電素子を選択的に駆
動するスイッチング回路が設けてある。
【００２１】送受信部１０２は、探触子部１０１と同軸
ケーブルによって接続してあり、該探触子部１０１の圧
電素子を駆動するための電気信号を発生する一方、受信
した超音波エコー信号の初段増幅を行う部分である。
【００２２】信号処理部１０３は、送受信部１０２で増
幅された超音波エコー信号からＢモード画像をリアルタ
イムで生成するための処理を行う部分である。具体的な
処理内容は、例えば受信した超音波エコー信号の遅延加
算処理、Ａ／Ｄ（アナログ／デジタル）変換処理、変換
した後のデジタル情報をＢモード画像情報として後述の
シネメモリ部１０４に書き込む処理等である。
【００２３】シネメモリ部１０４は、信号処理部１０３
で生成されたＢモード画像情報を蓄積するための画像メ
モリである。
【００２４】画面表示制御部１０５は、信号処理部１０
３で生成されたＢモード画像情報の表示フレームレート
変換、並びに画像表示の形状や位置制御を行うための部
分である。
【００２５】表示部１０６は、画面表示制御部１０５に
よって表示フレームレート変換、並びに画像表示の形状
や位置制御された情報をオペレータに対して可視表示す
るための部分である。
【００２６】入力部１０７は、オペレータによる操作入
力信号、例えばＢモードによる表示を行うか、ＡＭモー
ドによる表示を行うかを選択するための操作入力信号を
コントローラ部１０８に与える部分である。
【００２７】コントローラ部１０８は、入力部１０７か
ら与えられた操作入力信号、並びに予め記憶したプログ
ラムやデータに基づいて上述した超音波診断装置各部の
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動作を制御するための部分である。
【００２８】図２は、上述した入力部１０７からＡＭモ
ードを選択する旨の操作入力信号が与えられた場合に、
超音波診断装置のコントローラ部１０８で実施される処
理の手順を示したフローチャートである。以下、この図
を参照しながら、超音波診断装置によるＡＭモード処理
について説明する。
【００２９】まず、コントローラ部１０８は、入力部１
０７からＡＭモード実行の操作入力があると、表示部１
０６にＡＭモードの画像を表示するためのエリアを確保
した後、Ｂモード画像を得るべく送受信部１０２を通じ
て探触子部１０１の電子走査を実行する（ステップＳ２
０１）。探触子部１０１の電子走査によって送受信部１
０２に超音波エコー信号が与えられると、信号処理部１
０３においてこの超音波エコー信号からＢモード画像を
生成し、これを表示部１０６に表示させた後（ステップ
Ｓ２０２）、オペレータからの抽出ライン設定入力待ち
状態となる（ステップＳ２０３）。
【００３０】上述した状態においてオペレータは、表示
部１０６の画面上にセクター型に写し出されたＢモード
画像を視認することができ、入力部１０７を適宜操作す
ることにより、当該Ｂモード画像上の所望の位置に複数
本の抽出ラインを設定することが可能である。
【００３１】ステップＳ２０３において、複数本の抽出
ラインが設定されると、上記コントローラ部１０８は、
送受信部１０２を通じて再び探触子部１０１の電子走査
を実行し（ステップＳ２０４）、シネメモリ部１０４に
新たなＢモード画像として格納する。次いでコントロー
ラ部１０８は、シネメモリ部１０４に格納したＢモード
画像から、ステップＳ２０３において設定した抽出ライ
ンのそれぞれに対応する画像情報を取得し（ステップＳ
２０５）、それぞれに適宜補間計算を施す（ステップＳ
２０６）。その後、補間計算した各抽出ライン毎の画像
情報を、シネメモリ部１０４に格納した新たなＢモード
画像と共に表示部１０６に個別に表示する（ステップＳ
２０７）。
【００３２】以下、オペレータが入力部１０７を通じて
終了操作を入力するまでの間、ステップＳ２０４からス
テップＳ２０７までの処理を繰り返し実行する。この結
果、ステップＳ２０４で取得したＢモード画像が、表示
部１０６に設けたＢモード表示領域に順次切り替え表示
されることになる一方、各抽出ライン毎に取得した画像
情報が、表示部１０６においてそれぞれ横軸を時間軸と
したＡＭモード表示領域上に順次時系列的に並べて表示
されることになる。なお、ステップＳ２０８において入
力部１０７から終了操作入力があれば今回の処理を終了
する。
【００３３】図３は、上述したＡＭモード処理による表
示部１０６の表示例を示したものである。図において符
号３０１がＢモード表示領域である。このＢモード表示
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領域３０１には、超音波を照射した撮像範囲全体がセク
ター型の断層像として繰り返し表示される。Ｂモード表
示領域３０１上において符号３０２および３０３で示し
た直線が抽出ラインである。図３においては、２つの被
撮像体３２０，３２１を通過するように第１の抽出ライ
ン３０２を設定してあるとともに、３つの撮像体３２
０，３２２，３２３を通過するように第２の抽出ライン
３０３を設定してある。つまり、被撮像体３２０上にお
いて互いに交差するように２本の抽出ライン３０２，３
０３を設定した状態を示している。
【００３４】Ｂモード表示領域３０１の下方に符号３０
４，３０５で示した上下に並んだ部分が各々の抽出ライ
ン３０２，３０３に対応したＡＭモード表示領域であ
る。
【００３５】図からも明らかなように、上記超音波診断
装置によれば、一方のＡＭモード表示領域３０４におい
て抽出ライン３０２上に位置する２つの被撮像体３２
０，３２１の相対的な位置の時間変化を正確に把握する
ことができると同時に、他方のＡＭモード表示領域３０
５において抽出ライン３０３上に位置する３つの被撮像
体３２０，３２２，３２３の相対的な位置の時間変化を
正確に把握することができ、さらに両者の組み合わせか
ら、４つの被撮像体３２０，３２１，３２２，３２３相
互の相対的な位置の時間変化でさえも正確に把握するこ
とが可能になる。しかも、２本の抽出ライン３０２，３
０３が交差する被撮像体３２０に関しては、２方向から
の診断が可能となるため、当該被撮像体３２０が心臓な
どのように膨張、収縮、歪み、ねじれ、振動といった複
雑な運動を行っている臓器であっても、それぞれの運動
状態を定量的に解析することができるようになる。これ
らの結果、上記超音波診断装置にあっては、画像を用い
た診断分野においてその有効性が著しく大きなものとな
る。
【００３６】なお、上述した実施の形態では、抽出ライ
ンを２本設定するようにしているが、３本以上の抽出ラ
インを設定しても構わない。この場合、例えば３本以上
の抽出ラインを１つの被撮像体上で交差するように設定
すれば、その複雑な運動の解析がより精度の高いものと
なる。但し、抽出ラインの設定数に応じて表示部の表示
数を変更するのはもちろんである。また、実施の形態で
は、超音波をセクター型に電子走査するようにした超音
波診断装置を例示しているが、リニア型や他の型式で走
査した場合にも同様の作用効果を奏することが可能であ
る。さらに、実施の形態によれば、取得した抽出ライン
毎の画像情報を互いに上下に並べて表示するようにして
いるため、同じ時間軸での変化を容易に認識することが
可能になる。しかしながら、図４に示すように、互いに
左右に並べて表示したり、あるいは升目状に並べて表示
するようにしても構わない。
【００３７】
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【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
複数の抽出ラインから取得した個々の画像情報が表示手
段にそれぞれ時系列的に並べて表示されるため、同一の
走査ライン上にない３以上の臓器や組織相互の相対的な
位置の時間変化、あるいは臓器の局所的な運動までをも
正確に把握することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態である超音波撮像装置の
全体構成を示したブロック図である。
【図２】図１に示したコントローラ部で実施されるＡＭ
モード処理の手順を示したフローチャートである。
【図３】図１に示した表示部の第１表示例を示した概念
図である。
【図４】図１に示した表示部の第２表示例を示した概念*
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*図である。
【符号の説明】
１０１  探触子部
１０２  送受信部
１０３  信号処理部
１０４  シネメモリ部
１０５  画面表示制御部
１０６  表示部
１０７  入力部
１０８  コントローラ部
３０１  Ｂモード表示領域
３０２，３０３  抽出ライン
３０４，３０５  ＡＭモード表示領域
３２０，３２１，３２２，３２３  被撮像体

【図１】 【図２】

【図３】
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